
トライアル・サウンディング

提言書

令和６年12月16日
総務常任委員会



令和６年度 総務常任委員会は
「トライアル・サウンディング」を

提言します。



令和６年度 総務常任委員会は、

「トライアル・サウンディング」を

提言します。
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第１章 トライアル・サウンディング
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第１章 トライアル・サウンディング

出典：奈良市
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第１章 トライアル・サウンディング
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第１章 トライアル・サウンディング

出典：奈良市

地域住民にとってより魅力的
で使いやすい施設を目指す。

施設の維持管理費を賄う新たな
収益源を探索。
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第１章 トライアル・サウンディング

出典：奈良市
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第１章 トライアル・サウンディング

出典：奈良市
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第１章 トライアル・サウンディング

出典：常総市 宮崎市 群馬県



第１章 トライアル・サウンディング

11

出典：茅ヶ崎市、藤沢市、小田原市



第１章 トライアル・サウンディング

老朽化で利用していない施設

や、維持・管理費がかかる施

設の利活用を公民連携により

実施できる。
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第 2章 課題と対策
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“財政の硬直化”
公共施設再編に係る課題と対策

“住民ニーズとの乖離”
公共施設の利活用に係る課題と対策

現状の課題と対策

• 公共施設の維持管理費が自治体予算を圧迫し、
運営費が固定的に発生している。

• 老朽化した公共施設の修繕費が増加している
だけでなく、全て公共施設を更新する財源が
ないため、複合化による稼働率の向上や費用
の効率化が求められる。

現状の課題と対策

• 従来型の公共施設は稼働率も低く、現代の多
様なライフスタイルや価値観に対応できてい
ない。

• コワーキングスペース、マルシェ、教室など
の新しい利用スタイルに対応するが必要があ
り、施設の利活用が求められる。
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課題の抽出 議員間討議
テーマ選定

行政視察 提言書作成 

寒川町にある行政の課題を

抽出する。

様々な課題がある中で、総

務常任委員会が取り組むべ

き課題を抽出する。

公共施設再編や施設の利活用に

関して、トライアル・サウン

ディングの取り組みが町に必要

ではないかとの意見により、ト

ライアル・サウンディングの調

査研究を令和6年度の議員間討議

のテーマに選定。

先進地のトライアル・サウン

ディングを調査研究のため、

行政視察先を奈良県奈良市に

決定し、奈良市からトライア

ル・サウンディングの取り組

みを学ぶ。

奈良市で学んだことや、周辺

市町村のトライアル・サウン

ディングの取り組みを調査研

究し、寒川町役場内でどのよ

うなトライアル・サウンディ

ングを実施できるか議員間討

議で議論し提言書を作成。

Step 1 Step 2 Step 3

第３章 議員間討議
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第３章 議員間討議

奈良市トライアル・サウンディングの取り組み

17

出典：奈良市



第３章 議員間討議

奈良市トライアル・サウンディングの取り組み

奈良市役所屋上に芝生を敷き、遊具を揃え、トイレも設置された。 
トライアルサウンディング期間以外でも、子ども達が屋上で遊び、
施設利用者の親子同士で交流の場が生まれる。 
利用者が日常から市役所屋上を利用でき、施設の稼働率も向上する
ことにつながり、 公共施設・空間の利活用の良い事例である。 
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出典：奈良市



見出しが入ります。

公共施設・空間の利活用とは？

行政視察前

使用してない公共空間を利活用すべき

行政視察後

多様な住民ニーズに応えるには？ 住民ニーズに応える取り組みが必要

公共施設再編をどうするか？ 屋上等も使用できる施設再編が望ましい

「トライアル・サウンディングの取り組みが必要」

第３章 議員間討議

奈良市トライアル・サウンディング視察後の議員間討議
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見出しが入ります。
第４章 提言

令和６年度総務常任委委員会 議員間討議における結論
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見出しが入ります。
第４章 提言

これらを踏まえ「トライアル・サウンディング」を提言する

公共施設・空間における
トライアル・サウンディングの

調査研究
公共施設の利活用に係るトライアル・サウンディングの実施が必要である。

期待される効果：
・施設利用にかかる多様な住民ニーズに応えることができる。
・空いた公共空間を利活用することで施設稼働率が向上され、施設の定量的
評価につながる。 22



見出しが入ります。
第４章 提言

これらを踏まえ「トライアル・サウンディング」を提言する

公共施設再編に係る
トライアル・サウンディングの

調査研究
公共施設再編にはトライアル・サウンディングの実施を考えた施設再編が
必要である。

期待される効果：
・施設再編に重要な複合化の取り組みの調査に役立つ。
・トライアル・サウンディングによって公民連携が促進される。
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見出しが入ります。
第４章 提言

トライアル・サウンディングを導入することで

公共施設・空間を提供することで多様な住民ニーズに応え、公
共施設の利活用を促進し、施設の稼働率を上げることで施設の
定量的評価につながる。

公共施設再編には複合化が必要な中で、公民連携が促進され財
政の硬直化を緩和する取り組みになることが期待される。

住民満足度を上げることにつながり行政評価も向上する。住民
も行政も共にトライアル・サウンディングの導入により恩恵を
受けることができる。 24
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